
 

木質バイオマス（※注）等の
地域エネルギーと、先端技術
を活用した「次世代施設園
芸」で栽培。生産の高度化、
コスト低減、地域雇用の創出
を実現しています。

次世代
施設園芸で栽培した

トマト

国内の休耕田で飼料用米を
生産。鶏のエサとして利用す
ることで、飼料の自給率向
上、地元の農業活性化に貢
献しています。

国産飼料を
与えて生産された

鶏卵

東日本大震災による津波で、
いちご栽培ハウスも失われま
した。国の復興交付金等を活
用して、最新のいちご団地を
建設。本格的な出荷が再開
されました。

東日本大震災
被災地で生産された

いちご

障害者・高齢者を含むさまざ
まな人が農業に従事。「医福
食農連携」により、農産物の
栽培に取り組む例が拡大し
ています。

医福食農連携で
生産された

芽ねぎ

輸入とうもろこし等に頼ら
ず、休耕田で生産された飼
料用米で豚を飼育。食料自
給率・食料自給力の維持向
上、「耕畜連携」の強化にも
つながっています。

国産飼料を
与えて生産された

豚肉

※注： 建築廃材や林地残材など、木材からなる再生可能な生物由来の有機性資源（化石燃料は除く）。

農林水産省の施策を活用して作られた
 国産農産物がいっぱい詰まっています！

文／城田晃久（フリート）　
イラスト／古藤野梓
撮影／三輪友紀

日本人の主食である米は、食
料自給率が100％に近い数少
ない品目の一つ。需要に応じ
た生産体制の確保に、今後
一層力を入れていきます。

米

食料・農業・農村  これからの10年

新たな計画、ついに始動！
ニッポンの食を作る

「食料・農業・農村基本計画」とは、平成11年制定の「食料・農業・農村基本法」に基
づいて策定された、農政の中長期ビジョン。情勢の変化などを踏まえて、約 5 年ごとに
変更されます。今年 3月に、新たな基本計画が閣議決定されました。次ページからは、
新たに示した「食料自給力指標」を中心に、ご紹介していきます！

５年に一度見直す、農政の羅針盤！
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再生利用可能な荒廃農地
においても作付けする場合

　

私
た
ち
の
食
卓
に
並
ぶ
食
料
の

う
ち
、
国
内
生
産
で
ど
れ
だ
け
を

賄
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
―
―
。

こ
れ
こ
そ
が
〝
食
料
を
産
み
出
す

チ
カ
ラ
〞
で
す
。
そ
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
皆

さ
ん
も
よ
く
ご
存
じ
の
「
食
料
自
給
率
」。
残
念
な
が

ら
、
日
本
の
食
料
自
給
率
は
減
少
傾
向
で
、
先
進
国
の

中
で
も
最
低
水
準
に
あ
り
ま
す
。
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で

見
る
と
、
平
成
９
年
以
降
は
40
％
前
後
で
推
移
し
て
お

り
、
品
目
別
で
は
大
豆
が
現
在
７
％
、
小
麦
が
12
％
と
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
食
に
恵
ま
れ
た
日
本
に
い
る
と
、
食
料
の
供

給
状
況
を
意
識
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
実
際
の
数
字
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

不
安
を
覚
え
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
、
食
料
自
給
率
に
は
潜
在

的
な
生
産
能
力
が
反
映
さ
れ
な
い

と
い
う
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
回
の
基
本
計
画
で
は
、
新

た
に
「
食
料
自
給
力
指
標
」
と
い
う
も
の
を
設
け
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
花
き
等
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
農
地
な
ど
、

潜
在
的
な
生
産
能
力
を
評
価
す
る
指
標
で
、
図
１
の

通
り
、
Ⓐ
〜
Ⓓ
の
４
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
試
算
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
の
持
つ
生
産
能
力
を
フ
ル
活
用
し
て
食
料
の
み

を
最
大
限
生
産
す
れ
ば
、
今
以
上
の
食
料
供
給
が
可
能

で
す
。
食
料
の
安
定
供
給
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

日
本
の
農
林
水
産
業
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
、
正
し
く
評

価
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

食
料
自
給
力
指
標
を
導
入
す
る

い
ち
ば
ん
の
目
的
は
、
日
本
の
潜

在
的
な
生
産
能
力
を
正
し
く
評
価

し
た
上
で
、
食
料
安
全
保
障
に
関

す
る
国
民
的
な
議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
上
で
、
消
費
者
の
皆
さ
ま
に
は
国
産
農
林
水

産
物
の
積
極
的
な
消
費
拡
大
を
、
生
産
者
の
皆
さ
ま

に
は
農
地
や
農
業
技
術
の
フ
ル
活
用
な
ど
を
、
国
か

ら
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
を
通
じ
て
、
日
本
の
農
林
水
産

業
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
対
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、

食
料
自
給
率
・
食
料
自
給
力
の
維
持
向
上
と
、
食
料

の
安
定
供
給
の
確
保
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
試
算
で
は
、
Ⓒ

Ⓓ
の
「
い
も
類
を
中
心
に
熱
量
効

率
を
最
大
化
し
て
作
付
け
す
る
場

合
」
で
、
国
民
全
体
が
そ
の
時
の

体
重
を
保
つ
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
で
き
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
の
食
生
活
に
近
い
Ⓐ
Ⓑ

の
「
米
・
小
麦
・
大
豆
を
中
心
に
熱
量
効
率
を
最
大
化

し
て
作
付
け
す
る
場
合
」
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要

量
を
下
回
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
農

地
面
積
の
減
少
や
単
収
の
伸
び
の
鈍
化
な
ど
に
よ
り
、

食
料
自
給
力
は
近
年
低
下
し
て
い
る
の
で
す
（
図
２
）。

食料・農業・農村基本
計画に係る業務を担当

େਉ׭๪੓ࡦ՝�
ըάϧーϓܭ
Ԙా஌（ࠨ）ࢠܙ
ಹਢ༞ࢠ（ӈ）

〝
食
料
を
産
み
出
す
チ
カ
ラ
〞っ
て

ど
う
や
っ
て
分
か
る
の
？

ど
の
よ
う
に

見
れ
ば
い
い
の
？ 

1

3

食
料
自
給〝
力
〞っ
て

ど
う
い
う
も
の
？

2

新
し
い
指
標
が

目
指
す
も
の
は
？

4

ま
ず
は
、
新
し
い
基
本
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
「
食
料
自
給
率
」
と
「
食
料
自
給
力
」
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

農
水
ガ
ー
ル
ズ
の
２
人
が
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

χοϙンͷ食Λ作る
৽ͨなܭըɺͭ いに࢝ಈʂ

ਤ1

ਤ�

食料自給率は17年間横ばいで推移

3,000

（年度）

（kcal/人・日）

259

41%

49%

2,754

1,855

1,495

2,462

カロリーベース総合食料自給率

再生利用可能な荒廃農地
においても作付けする場合

2,000

2,108

1,942

39%

2,839

3,047

2,653

2,361

1,802

1,441

食料自給力は低下

パターン D

パターン C

パターン B

パターン A

食料自給率は17年間横ばいで推移

平成元
1,000

食料自給力指標の姿

食料自給力指標の推移

皆さん
はじめまして。
私たちは

と申します。

農水ガールズ

米・小麦・大豆中心A 栄養バランス考慮

米・小麦・大豆中心B

いも類中心C 栄養バランス考慮

いも類中心D

資料：農林水産省作成

（平成25年度）

現実の食生活とは大きく異なるいも類中心型では推
定エネルギー必要量等に達するものの、より現実に近
い米・小麦・大豆中心型ではこれらを大幅に下回る結
果となっています。

食料自給率が平成9年度以降17年間40%前後（横ば
い）で推移している中、食料自給力（我が国の食料の
潜在生産能力）は近年低下傾向にあり、将来の食料
供給能力の低下が危惧される状況にあります。

1ਓɾ1೔౰ͨΓ
推ఆΤωϧΪーඞཁྔ
2,147kcal
（ઁऔベース）

1ਓɾ1೔౰ͨΓ
給೤ڙ （஋ݧ࣮ྔ）
2,424kcal
（給ベースڙ）
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